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【概 要】

超伝導限流変圧器（SFCLT）は通常の運転状態では超伝導変圧器として機能し，過電

流が流れた場合には超伝導変圧器巻線を積極的にクエンチさせることで限流器として機

。 ，能する複合多機能型の超伝導電力機器である これまでの SFCLT 開発プロジェクトでは

PHASE-1 として汎用電磁過渡解析プログラムによる SFCLT の電力システム導入効果の

解析・評価および SFCLT の設計・動作パラメータの最適化，PHASE-2 として NbTi 線

を用いた液体ヘリウム冷却の低温超伝導限流変圧器の設計・製作およびその基礎的機能

の実証，PHASE-3 として高温超伝導導体を用いた液体窒素冷却の高温超伝導限流変圧器

（HTc-SFCLT）の設計・製作および PHASE-2 で提起された限流動作後の超伝導復帰問

題の克服を進めてきた。

本プロジェクトでは SFCLT 開発の PHASE-4 および PHASE-5 として HTc-SFCLT， ，

の大容量化・低損失化・最適化およびその検証を目的とする。

【期待される成果】

次世代の高性能・高機能型電力機器として，各種の超伝導応用電力機器（変圧器，限

流器，ケーブル，発電機，モーター，SMES 等）が世界各国で開発されているが，これ

らは機器単体としての機能追求に主眼が置かれているのに対して，SFCLT は機能の複合

化を主眼としている点に特色がある。本プロジェクトの遂行によって SFCLT の実用化へ

の見通しが得られれば，超伝導技術による機器単体としての高効率化・小型化・環境負

荷低減という従来のメリットに加え，機器の複合多機能化による次世代電力システム全

体としての構成・運用の合理化・高信頼度化という新しいメリットの創成が期待される。
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